
- 1 -

主題：新約正典の中のすばらしいキリスト

メッセージ ８

ローマ人への手紙の深い思想――神であるキリストが人と成ったことと

人が神となってキリストのからだを生み出すこと

聖書：ローマ1:3-4．8:3，14，16，29．12:4-5．16:16後半

Ⅰ．神聖な啓示の高嶺とは、神が人と成ったのは、人が神格においてではなく、命と性質

において神となって、キリストの有機的なからだを生み出し、神のエコノミーを完成

し、この時代を終結させ、キリストの再来をもたらして彼の王国を設立するというこ

とです――ヨハネ1:12-14．3:15．Ⅱペテロ1:4．エペソ1:22-23．4:16．啓11:15。

Ⅱ．わたしたちはローマ人への手紙において、神聖な啓示の高嶺を見ることができます。

すなわち、神が人と成ったのは（8:3）、人が神となって（1:3-4）、三一の神の有機

体としてのキリストのからだを生み出し、機能させるためである（12:4-5）というこ

とです。

Ⅲ．「ダビデの子孫が神の御子となる」ことは、キリストが復活によって神の長子と定め

られる過程を語っています――サムエル下7:12-14前半．ローマ1:3-4．マタイ22:45．

使徒13:33．啓22:16：

Ａ．ローマ第1章3節から4節は、サムエル下第7章12節から14節前半の予表における預言

の成就です。そして、神が人と成ったのは、人を神格においてではなく、命と性質

において神にならせるという奥義を明らかにします。

Ｂ．復活において、キリストの人性は神化され、息子化されました。これは、彼が神性

においてだけでなく、人性においても神の御子になったことを意味します――ロー

マ1:3-4。

Ｃ．復活において、彼は神の御子と定められ、神の長子とされました。彼は神性と人性

の両方を持っています――8:29。

Ｄ．キリストの人性は、キリストの神性である聖別の霊によって、神性へと定められ、

しるしづけられ、引き上げられました。これは、キリストが人性において再び生ま

れて、神の長子となったことです――使徒13:33。

Ⅳ．ローマ人への手紙における深い思想は、神が人と成ったのは、神の全体的な救いにお

いて罪人が贖われ、再生され、聖別され、更新され、造り変えられ、同形化され、栄

光化されて、神の子たち（彼らは命と性質において神と同じです）となり、キリスト

のからだの肢体になるということです――ローマ8:3．1:3-4．3:24．5:10．8:14, 29

-30．12:2, 4-5：

Ａ．神はご自身の御子を罪の肉の様で遣わし、肉において罪を罪定めしました。それは

罪人（蛇の類、悪魔の子供たち）が神に和解させられ、彼によって義とされて、永

遠の命を受け入れ、こうして神の子供たちとなることができるためです――8:3, 1

6。



- 2 -

Ｂ．わたしたちの主イエス・キリストは、肉によればダビデの子孫から生まれ、聖別の

霊によれば、死人の復活から、神の御子と明示されました――1:3-4。

Ｃ．神の長子、第一の神・人は、多くの子たち、多くの神・人を生み出すための原型で

あり、彼らはキリストのからだの肢体として、命、性質、表現において、長子と全

く同じです――8:14, 29。

Ｄ．神の救いの目的は、キリストが千万の信者たちの中で複製され、彼らが彼のからだ

の肢体となることです――ローマ12:4-5。

Ｅ．神聖な分与は、命としての三一の神を三部分から成る人に分与することです。それ

によって神の有機的な救いが完成され、それを通して神の子供たちは命の中で成長

していき、神の子たちとなり、その霊によって導かれます――5:10．8:2, 6, 10-1

1, 14。

Ｆ．神の子たちは、神の長子キリストの多くの兄弟たちであり、キリストのからだの肢

体です――12:4-5。

Ⅴ．わたしたちは一つからだであり、キリストとの有機的結合の中にあります――4-5節：

Ａ．キリストのからだは聖書の最高の啓示であり、ローマ人への手紙の中心点です――

エペソ1:22-23．4:16．Ⅰコリント12:13, 27。

Ｂ．神のみこころは、キリストのためにからだを得て、それを彼の豊満、彼の表現とす

ることです――啓4:11．エペソ1:5, 9．ローマ12:2, 4-5。

Ｃ．わたしたちはキリストの中で一つからだであり、彼との有機的結合を持っています。

この結合はわたしたちをキリストと、また彼のからだのすべての肢体と命において

一にします――4-5節：

１．からだは組織や社会ではなく、絶対に有機体であり、それはわたしたちがキリス

トの中で持つ命における結合によって生み出されます――ヨハネ15:1。

２．からだは、キリストとの有機的結合の中で保持されるものです。からだの実際は、

キリストとの有機的結合の中にとどまることです――ローマ12:4-5。

Ｄ．もしわたしたちがキリストのからだの実際の中にある生活を生きようとするなら、

接ぎ木された生活を生きる必要があります――ローマ6:5．11:17：

１．神が願っているのは、神聖な命と人の命が共に結合されて一つの命になり、一つ

の生活を持つことです。この命における結合は、接ぎ木された生活、すなわち、

双方が結合されて有機的に成長する生活です――Ⅰコリント6:17。

２．接ぎ木された生活の中で、わたしたちはもはや自分自身によって生きず、霊なる

キリストにわたしたちの中で生きていただきます――ガラテヤ2:20。

Ⅵ．諸地方召会はキリストのからだの実際的な表現です。なぜなら、キリストの唯一のか

らだは、諸地方召会によって表現されるからです――16:1, 4-5：

Ａ．召会は各地に出現しますが、分離しておらず、地方にありますが、なおもキリスト

の唯一の、宇宙的なからだの一部分です――12:4-5．16:16後半。

Ｂ．ローマ第16章で、すべての召会とすべての聖徒はキリストのからだの宇宙的な交わ

りの中に生きていること、すべての召会のすべての聖徒はキリストのからだ全体の

ブレンディングの生活の中にあることを見ます――1-23節。

Ｃ．地方召会の中でからだの生活をするかぎは、ミングリングされた霊にしたがって歩
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くことです――8:4．Ⅰコリント6:17。

Ｄ．ミングリングされた霊は、神がキリストのからだを生み出し建造する唯一の器官で

す――ローマ1:9．7:6．8:16．12:4-5。

Ｅ．わたしたちはミングリングされた霊にしたがって歩くなら、完全に神の子たちであ

り、そのような子たちとして、キリストのからだの生ける肢体となって、召会生活、

すなわち神の王国の中に生きます――8:14．14:17。

© 2019 Living Stream Ministry




